

























































れは全部で九冊あります。 「新京」で印刷されたもので、 「満州図書株式会社」の販売になっ います。文献検索 は、 『青旗』
（フフトグ）
とい

































































































All the photos except for one shown above on page 440 are provided by Professor Reiko Tsuchiya 
(Faculty of Political Science and Economics, Waseda University). They were taken at the Lattimore Col-
lection housed at the Faculty of Asian and Middle Eastern Studies Library, University of Cambridge. 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いていた時期の刊行でもあり、戦時情勢について日本軍のプロパガンダや戦争への支持、支援、理解を求めた内容が多く、それは日本語から 翻訳だけでなく、モンゴル人が書いた文章にも多く見られた。興味深い例として、第五号の「ホンホルゾル娘従軍の劇」と第八号の「ホンホル娘従軍の劇」が挙げられる。この二つの文章は作者名が異なる「同名」の作品であるが、当時の内モンゴルの文学ではまだ少なかった「劇」形式で書かれている。これは、読者にとっては他の表現手段に比べて新鮮でもあり宣伝効果も高かったであろう。二作はともにチンギス・ハーン時代のモンゴルの歴史を下敷きに、女性の従軍を奨励しており、モンゴル 歴史物語に日本軍にとっての現実的意義を重ねていた点で共通性をもち、今後 研究テーマとしてはたいへんユニークな資料に る。これは一例にすぎないが 本稿に掲載された資料はモンゴル研究における多くの分野にとって利用価値が高い。
今後の課題としては、まずこれまでの『大青旗』誌研究で利用されてい
ない各号の内容を吟味、検討しモンゴル人の文学作品をはじめ の編集者として数多くの文章を執筆し、膨大な量の日本語 書籍、文章をモンゴル語に翻訳したマーニジャブの文筆活動について調査をする。また、一九四一年から満洲国駐日本大使館学務処で理事官を務め いたハーフォンガーが執筆した
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（海外に留学するモンゴル人学生たちの役目） （漢語からの翻訳―
筆者）
など、内
モンゴルの現代史にかかわる資料などを分析する。
最後に資料をご提供下さった各位に重ねて深く御礼申し上げる。本論文は独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）研究
課題番号
 18 K
00586 「現代モンゴル語書きことばの形成」 ）による研究成果の一部
である。
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